在宅脳卒中患者の閉じこもりに関連する身体的・心理的・社会的因子の検討 by 吉本 好延
  
在宅脳卒中患者の閉じこもりに関連する身体的・心理的・社会的因子の検討  
 
吉本好延＊ ,1)、大山幸綱 2）、橋本豊年 2） 
1)聖隷クリストファー大学、 2)高知西病院  
 
 【目的】 
本研究の目的は，在宅脳卒中患者の閉じこもりに関連する身体的・心理的・社会的因
子を移動能力別に検討することであった。  
【対象】 
対象は，退院後 6 ヶ月以上経過した在宅脳卒中患者 78 名であった。対象の条件は，
入院中に 10ｍ以上歩行可能な患者（杖・装具など使用可）であり，口頭指示の理解が困
難な高次脳機能障害や認知症などの合併症を有する患者は対象から除外した。  
【方法】  
閉じこもりの定義は，「買い物，散歩などを目的とした外出の頻度が週 1 回以下の者」
として，質問紙調査を行った。閉じこもりに関連する身体的因子は，麻痺側，Body Mass 
Index，下肢 Brunnstrom Recovery Stage，10m 歩行時間，Barthel Index，心理的因子
は，転倒自己効力感，抑うつ度，主観的健康感，リハビリテーションへの期待感，社会
的因子は，老研式活動能力指標，家庭内での役割の有無，地域での役割の有無，親しい
友人や親戚の有無とし，閉じこもりに関連する因子を移動能力別に検討した。  
統計解析は，まず閉じこもりの有無と各変数との関連性を単変量解析で検討した。次
いで，閉じこもりの有無を目的変数，単変量解析で有意差の認められた項目を説明変数
として，性別，年齢で調整したロジスティック回帰分析（変数増加法：尤度比）を行い，
オッズ比，95％信頼区間で検討した。  
【結果】  
独力で外出困難な患者 31 名中，タイプ 1 閉じこもりは 25 名であった。閉じこもり
群は，非閉じこもり群と比較して，転倒自己効力感，手段的自立，知的能動性が有意に
低値を認めた（p＜0.05）。ロジスティック回帰分析の結果，手段的自立（オッズ比：0.358，
95％信頼区間：0.180－0.714）がタイプ 1 閉じこもりに関連する因子として抽出された。 
独力で外出可能な患者 47 名中，タイプ 2 閉じこもりは 18 名であった。閉じこもり
群は，非閉じこもり群と比較して，下肢 Brunnstrom Recovery Stage，Barthel Index，
転倒自己効力感，主観的健康感，リハビリテーションへの期待感が有意に低値を認め（ p
＜0.05），地域での役割がない，親しい友人や親戚がいない患者の割合が有意に高値を
認めた（p＜0.05）。ロジスティック回帰分析の結果，Barthel Index（オッズ比：0.905，
95％信頼区間：0.829－0.988），リハビリテーションへの期待感（オッズ比：2.982，95％
信頼区間： 1.217－ 7.308），地域での役割の有無（オッズ比： 10.291，95％信頼区間：
1.672－63.356）がタイ プ 2 閉じこもりに関連する因子として抽出された。  
【考察】  
閉じこもりに関連する因子は，移動能力別に相違を認めており，閉じこもりを予防す
るための理学療法は，移動能力別に検討することが必要と考えられた。  
 
